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R8C/33T グループ 
タッチ検出とウォッチドックタイマ処理の注意事項 

要旨 

タッチパネルマイコン R8C/33T グループは、タッチ電極と人体の間に発生する浮遊容量を測定することで
人体の接触を感知するハードウエア（センサーコントロールユニット、以下 SCU）を内蔵しています。 

本アプリケーションノートでは、タッチ検出とウォッチドッグタイマ割り込みを併用する場合の注意事項
について説明します。 

対象デバイス 

R8C/33T グループ 
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1. ノンマスカブル割り込みとタッチ検出について 

1.1 概要 
R8C/33T シリーズはタッチ検出回路 SCU（センサーコントロールユニット）と検出したデータを RAM 上

に転送する DTC（データトランスファコントローラ）を組み合わせによりタッチ計測しています。 

ウォッチドッグタイマ、オーバーフロー等のノンマスカブル割り込みにより DTC はデータ転送を停止する
ため、タッチ計測中にノンマスカブル割り込みが発生するとタッチ計測が停止する場合があります。 

本アプリノートではタッチ検出中にノンマスカブル割り込みが発生した場合にタッチ検出を継続させる方
法について説明します。 

 

1.2 SCU 不動作発生の流れ（イメージ） 
ウォッチドッグタイマを使用したイメージフローを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 SCU 不動作発生のフロー 

 

1.3 対策 
  タッチ検出中にノンマスカブル割り込みが発生する可能性がある場合は、下記の対策が必要となります。 

① ノンマスカブル割り込み発生直後、「DTC 起動制御レジスタ（DTCTL）」の「ノンマスカブル割り込
み発生ビット（NMIF）」を”0”に設定する。 

② カウントソース保護モード無効時のウォッチドッグタイマ動作については「ウォッチドッグタイマリ
セット」の選択が可能なので、そちらを選択する。 
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2.  関連レジスタ、動作の説明 

2.1 ウォッチドッグタイマの仕様 
・ カウントソース保護モード無効時、アンダーフロー時の動作は、「ウォッチドッグタイマ割り込み」

と「ウォッチドッグタイマリセット」の選択が可能です。 

・ 「ウォッチドッグタイマ割り込み」は「ノンマスカブル割り込み」です。（2.4 項を参照） 

 

表 5-1 ウォッチドッグタイマの仕様（R8C/33Tハードウエアマニュアル P.181 of 540より抜粋） 
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2.2 DTC 仕様 
・ DTC はノンマスカブル割り込みが発生した場合、【NMIF】ビットが「１」に設定され、DTC が起動

しない仕様となっています。【NMIF】ビットは S/W でクリア可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 DTC 起動制御レジスタ（R8C/33Tハードウエアマニュアル P.195 of 540より抜粋） 
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2.3 SCU と DTC の仕様 
・ SCU 計測は H/W 計測ですが、DTC の転送が完了しないと、次の CH が計測できない仕様となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 SCU のデータ破壊防止機能（R8C/33T PRO 版仕様書より抜粋） 
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2.4 ノンマスカブル割り込みとマスカブル割り込みについて 
・割り込みの分類について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 割り込みの分類 

 

•  マスカブル割り込み  ：割り込み許可フラグ(Iフラグ)による割り込みの許可(禁止)や割り込み 

優先レベルによる割り込み優先順位の変更が可能 

•  ノンマスカブル割り込み：割り込み許可フラグ(Iフラグ)による割り込みの許可(禁止)や割り込み 

優先レベルによる割り込み優先順位の変更が不可能 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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